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1. まえが き
液体金属の密度および粘性は,いわゆる " structure Ben.sitive升を性質
として,その構造研究に関連してしばしば漸定されていることは衆知の事実で㌔
























などがある｡ これ らの勘定縁については多 くの文献1)に記述されているので
詳細はそれ らを参照されたい｡ ところで低温液体の敏合には,上記藷測定法車




条件,軌 作などの和連が ことに高温においては測定糖質に大 きく反釈 し,前述
の溶銑における絵巣のように大 きなば らつきを生む原因となってlいると断言し








見出すことであろ う. この場合 シンカーは高温撃体中で破損,変形,_化学変化
などを受けることを く物撃的 ,化学的に安定であるものを選ばねば食らをい.a
ところで実際にはこのような条件を液足する シ`ンカーを得 ることは従来 きわめ
て匝難であった . 表法による有塩での密度軌定例としては,Kirshenbaum
2)
ら が溶融 鉄について行そった ものがあり,彼 らはシンカーとしてジ)Vコニ了
で夜番 したモ リブデンを用いているが,彼 らの使用した S/ンカーの形状は特異
なもので轡憩的なものであるとは言えず ,しか も軌 定はいわゆる一球法である
ために酸度重出時の表直感 力項の誤差が彼 らの測定値にか怒り大きく影巻 して



























Fig.1. Shape and size of sinker声


























































性測定装置を試作し,測 定法に酔 する基夜的 夜換討を行なったO ､著者 らの作
製 した装置の表体は Fig.5に示すととくで,試料るつぼは 2本のモ リブデン
線で敵重 し,線間距酸を前節することにより,振動周期を約 2-16秒 に,普
た慣性 リングの詞節によbJ脆性モーメン tを 2,00O- 50,0ロOg･C議にそれぞ
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もとで測定が実施 されているか否かを確かめてお くことセあろうO これ らの点







5は従来 の 軌 定 鮭 呆2)･7)～15)との 比 較を示 した ものであ る.5)従来の 爵 測
定値は Fig.5にみ られ るように,かをりば らついているが,.著者 らの測定値
のば らつきはきわめて小さ く,この場合の考慮され得 る測定誤差は± 0.OO7%
また密度値の相対誤差は± 0･2%以下であり,従来の聯定結果に比して勘定精
度が馨るしく向上していをことを京 している｡ なおここで注目すべ きことは,
Fig.4からも蛎 らかをように,著者 らの掛定鮭束では溶融鉄の密度値が,節
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Fig.4 Ijensity of liquid iron.
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Fig.5 Comparison of thedensity of liquid





力測定を行在った鷹 巣の一例を 軍ig･6に示すoす夜わち Fig･;41の密度の
異常変化に対応す る温度で浮力曲線に屈曲点を生 じてお り,女 医か ら終融鉄の
正確をる構造変化開始温度 と終了温度はそれぞれ 1,6ロ0℃と 1,_6215℃ であ
り,約 25℃の温度巾をもった構造変化領域が存在することがわかる｡
? ? ? ?? ? ? ?
㌧〕? ? ?? ? ?
??? ? ? ? ?
? ? ?




























で示され る｡ ここで (1+β△T)Ⅴの値は温度の上昇 とともに直線的に増加
し,一方密度 pは本実験の場合 1,600℃以下および 1,625℃以上の温度で
揺,ほぼ直線的に減少するか ら,∂I(1+P△T)Vp)においてこれ らの値は
ほほ相戦され,その温度蝕域では浮力の変化は表面張力の項に大き く依存する
ものと考えてよい ｡ ところで従来の溶融鉄の表面張力の測納 采16)に よると,
洛融鉄oI)表面張力は温度 とともに減少することが知 られてお り,したが って,
この二つの温度 満城では浮力は Fig.6のような右上 りの曲線に怒る.一方,






に連続浮力測定を行なった｡その拓巣 7;a:それぞれ 王rig.7および Fig.8に示
すO すなわち海融こ りケJVの密度は温度に対 して直線的に減少 してお り,一方





したが ,⊥方前述のるつぼ回転振動法に よる溶融鉄の粘性軌定において もこれ
に対応 した変化がみ られた. Fig.10は著者のグJVrプによる溶融鉄の粘性
6)
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Fig.7 rensity of liquid nickel
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Fig.10 Relation between the logarithm of
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高温液匪金属の暫度
れ七いるが,著者 らの結果では Fig.10にみ られるように,粘性流動の活性






一方 ;二殻に低融点液 体金属のⅩ鮭回折結果か ら,融点直上の温度領域では,
液体においてもその原子配列にいわゆる short range orderが存在す るこ
とが知 られてお り,カゝかる立場から考えると,溶融鉄においても軌 魚～ 1,6･O0
℃の温度範鮎では hered_etary short.range orderす夜おち固体 8-鉄
の簸似秩迄が存在 し,これが 1,占00- 1,占25℃の転意変化湿度領域において
くすれ,液体中での麻子配列の無秩序さが増大するものと考えることがで きよ
う ｡
以上,最近の著者 らのグ′レー プに よる溶融鉄の襟度 と粘性桝定鮭巣を紹介 し,
それより浄融鉄に構造教化が存在する可能性を指摘したがリ この終融鉄の構造
については Samarip20)が帯磁率 ,動粘度 ,･表面張力などの測定給巣か ら,





5 む す び
液体金属の構造に隣逢した物性 として物韓学的,捨金学的に重要である密度
および粘性の技術的閑静点を,主 として高温液捧金庫を対象として,著者 らの
グ7レー プによる最近の検討蘇巣を中心に述べたoまた著者 らの最近の匪融鉄 に
関する密度および粘性測定鮮巣を紹介し,洛練鉄の構造に匪する若干の考えを
述べた｡




はい うまでも夜 h o さらにこの面における検討発展が望まれるゆえんである.
またそれに ともない ,溶融鉄についての拠定結果やその構造に対する考察につ
いて も,もちろん異論や反論 もあるであろうし,むしろ著者 としてはその実現
を大いに期待 したい C 最後に拙文をとじるにあたり静賢の観批判私教示を肋わ
らんことを切望 してやまない次第である.
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